
◆新技術活用計画書・実施報告書の書き方について◆

九州地方整備局における新技術活用計画書の記入方法

・計画書作成段階において、

「障害」を除く全ての項目について記入をし
てください

・実施報告書の作成について（‐VE技術）

「-VE」技術については、新技術活用計
画書作成時より大幅な変更や施工上で重
大な障害や問題があった場合に、実施報
告書を修正し、提出してください

で塗りつぶした項目（「施工概要」~「作業環境」）
についても記入してください

特に、対象数量に関しては、新技術のコストが推定
できる「新技術部分の数量」を記入してください

「‐A」「‐VR]技術および「‐VE」技術で計画書作成段階
において「施工概要」~「作業環境」を記入していな

い場合については、実施報告書、活用効果調査表
（「‐VE」は不要）の提出が必要となります

※注意

システム上は、記載必要なしと記載されています
が、九州地方整備局では、NETIS技術の「コスト縮

減」「工期短縮」の効果分析を実施しておりますの
で、記入協力をお願いいたします。

※「‐VE」技術については、新技術活用計画書提出時から施工概要等

の記載内容に大幅な変更や施工上で重大な障害や問題が無かった
場合は、実施報告書の提出は不要です。
新技術活用計画書を実施報告書として取り扱います。


